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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　紙製のシート状材料を折り曲げて、突出部を備えた容器を収容する箱状部を備えるよう
にした陳列用包装材において、前記箱状部の側面を開口して形成するとともに、該開口し
た側面の端縁の一辺から延設したシート状材料を折り曲げて箱状部の内方に向けて挿入す
るとともに、該挿入したシート状材料の先端部をさらに折り曲げて対面する箱状部の内面
から離間するようにすることにより、開口した側面の端縁の一辺から延設したシート状材
料によって、箱状部に収容した容器の突出部を挟持するようにしたことを特徴とする陳列
用包装材。
【請求項２】
　箱状部の前面部を構成するシート状材料に、箱状部に収容した容器の本体部が嵌り込む
開口部を形成したことを特徴とする請求項１記載の陳列用包装材。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、陳列用包装材に関し、特に、突出部を備えた容器を収容する箱状部を備える
ようにした陳列用包装材に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、洗浄剤、芳香・消臭剤、殺虫剤等においては、使用済みの本体部を再利用できる
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ように薬剤等を収容した交換用容器が販売されている。
【０００３】
　ところで、これらの交換用容器は、収容物を取り出すための口部としての突出部を備え
ており、また、装着される本体部に対応した形状をしていることもあって、それ自体では
、設置安定性に欠けるものが多いことから、販売に際しては、ブリスターパック等の合成
樹脂材料を一部に使用した陳列用包装材が多用されている。
【０００４】
　しかしながら、ブリスターパック等の合成樹脂材料を一部に使用した陳列用包装材は、
コスト高になるとともに、廃棄時に分別処理を行う必要があるという問題があった。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明は、上記従来の陳列用包装材の有する問題点に鑑み、紙製のシート状材料を用い
ることによって、コストを低廉できるとともに、廃棄時の分別処理の手間をなくすように
しながら、設置安定性に欠けるものが多い突出部を備えた容器を安定して収容することが
できる陳列用包装材を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記目的を達成するため、本発明の陳列用包装材は、紙製のシート状材料を折り曲げて
、突出部を備えた容器を収容する箱状部を備えるようにした陳列用包装材において、前記
箱状部の側面を開口して形成するとともに、該開口した側面の端縁の一辺から延設したシ
ート状材料を折り曲げて箱状部の内方に向けて挿入するとともに、該挿入したシート状材
料の先端部をさらに折り曲げて対面する箱状部の内面から離間するようにすることにより
、開口した側面の端縁の一辺から延設したシート状材料によって、箱状部に収容した容器
の突出部を挟持するようにしたことを特徴とする。
【０００７】
　この場合において、箱状部の前面部を構成するシート状材料に、箱状部に収容した容器
の本体部が嵌り込む開口部を形成することができる。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明の陳列用包装材によれば、箱状部の側面を開口して形成するとともに、該開口し
た側面の端縁の一辺から延設したシート状材料を折り曲げて箱状部の内方に向けて挿入す
るとともに、該挿入したシート状材料の先端部をさらに折り曲げて対面する箱状部の内面
から離間するようにすることにより、開口した側面の端縁の一辺から延設したシート状材
料によって、箱状部に収容した容器の突出部を挟持するようにすることにより、紙製のシ
ート状材料を用いることによって、コストを低廉できるとともに、廃棄時の分別処理の手
間をなくすようにしながら、設置安定性に欠けるものが多い突出部を備えた容器を安定し
て収容することができる。
　そして、箱状部に収容した容器を取り出す場合には、容器を開口した側面に向けて押圧
することによって、箱状部の内方に向けて挿入した開口した側面の端縁の一辺から延設し
たシート状材料と共に押し出し、簡単に取り出すことができる。
【０００９】
　また、箱状部の前面部を構成するシート状材料に、箱状部に収容した容器の本体部が嵌
り込む開口部を形成することにより、箱状部に収容した容器の設置安定性が向上するとと
もに、箱状部に収容した状態で容器の本体部を視認することができ、購入者の商品の誤認
を防止することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】本発明の陳列用包装材の一実施例を示し、（ａ）は正面図、（ｂ）は側面図であ
る。
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【図２】同陳列用包装材の展開図である。
【図３】同陳列用包装材に突出部を備えた容器を収容した状態を示し、（ａ）は図１（ａ
）のＡ－Ａ断面図、（ｂ）は図１（ａ）のＢ－Ｂ断面図、（ｃ）は図１（ｂ）のＣ－Ｃ断
面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　以下、本発明の陳列用包装材の実施の形態を、図面に基づいて説明する。
【００１２】
　図１～図３に、本発明の陳列用包装材の一実施例を示す。
　この陳列用包装材１は、紙製のシート状材料を折り曲げて、突出部２２を備えた容器２
を収容する箱状部１０を備えるようにした陳列用包装材１において、箱状部１０の側面を
開口して形成するとともに、この開口した側面の端縁の一辺から延設したシート状材料１
６、１７を折り曲げて箱状部１０の内方に向けて挿入するとともに、挿入したシート状材
料１６、１７の先端部１６ａ、１７ａをさらに折り曲げて対面する箱状部１０の内面から
離間するようにすることにより、開口した側面の端縁の一辺から延設したシート状材料１
６、１７によって、箱状部１０に収容した容器２の突出部２２を挟持するようにしている
。
【００１３】
　ところで、陳列用包装材１を形成するために用いる紙製のシート状材料には、箱状部１
０に薬剤等を収容した容器２を収容した状態で、吊り下げて陳列することができる程度の
強度を有する厚紙又は段ボールを使用することができる。
【００１４】
　紙製のシート状材料は、図２に示すように、所定形状に打ち抜くとともに、必要に応じ
て、折り目となるミシン目や押圧線を付けるようにする。
　なお、紙製のシート状材料の形状等は、収容する突出部２２を備えた容器２の形状や陳
列形態に合わせて決定することができる。
【００１５】
　そして、本実施例において、紙製のシート状材料は、吊り下げ部１１、天面部１２、前
面部１３、底面部１４、背面部１５及び開口した側面の端縁の一辺から延設したシート状
材料１６、１７となる底面部１４の両側から側方に延設した延設部からなり、吊り下げ部
１１に背面部１５を固着することにより、天面部１２、前面部１３、底面部１４及び背面
部１５によって、側面が開口した箱状部１０を形成するようにしている。
【００１６】
　そして、開口した側面の端縁の一辺から延設したシート状材料１６、１７となる底面部
１４の両側から側方に延設した延設部を、底面部１４との境界から折り曲げて箱状部１０
の内方に向けて挿入するとともに、挿入したシート状材料１６、１７の先端部１６ａ、１
７ａをさらに折り曲げて（本実施例においては、折り曲げ状態が維持されるように、２回
折り曲げて）、対面する箱状部１０の底面部１４の内面から離間するようにしている。
　また、挿入したシート状材料１６、１７の先端部１６ａ、１７ａは、その一部を切り欠
くことによって、箱状部１０に収容した容器２の突出部２２を挟持する挟持部１６ｂ、１
７ｂを形成するようにしている。
【００１７】
　また、本実施例においては、箱状部１０の前面部１３を構成するシート状材料に、箱状
部１０に収容した容器２の本体部２１が嵌り込む開口部１３ａを形成するようにしている
。
　これにより、箱状部１０に収容した容器２の設置安定性が向上するとともに、箱状部１
０に収容した状態で容器２の本体部２１を視認することができ、購入者の商品の誤認を防
止することができる。
【００１８】
　また、本実施例においては、箱状部１０の吊り下げ部１１を構成するシート状材料に、
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吊り下げ用の孔部１１ａを形成するようにしている。
【００１９】
　次に、この陳列用包装材１の使用方法について説明する。
　紙製のシート状材料の吊り下げ部１１、天面部１２、前面部１３、底面部１４及び背面
部１５を折り曲げるとともに、吊り下げ部１１に背面部１５を固着することにより、側面
が開口した箱状部１０を形成するようにする。
　そして、箱状部１０の開口した側面から、突出部２２を備えた容器２を、突出部２２が
下側となるように挿入し、この開口した側面の端縁の一辺から延設したシート状材料１６
、１７となる底面部１４の両側から側方に延設した延設部を折り曲げて箱状部１０の内方
に向けて挿入する。
　このとき、挿入したシート状材料１６、１７の先端部１６ａ、１７ａをさらに折り曲げ
て対面する箱状部１０の内面から離間するようにすることにより、開口した側面の端縁の
一辺から延設したシート状材料１６、１７の先端部１６ａ、１７ａの一部を切り欠いて形
成した挟持部１６ｂ、１７ｂが、箱状部１０に収容した容器２の突出部２２の位置に合致
するようにし、この挟持部１６ｂ、１７ｂによって、容器２の突出部２２を挟持するよう
にする。
【００２０】
　さらに、本実施例においては、箱状部１０の前面部１３を構成するシート状材料に形成
した開口部１３ａに、箱状部１０に収容した容器２の本体部２１が嵌り込み、容器２が保
持される。
【００２１】
　この陳列用包装材１は、これにより、紙製のシート状材料を用いることによって、コス
トを低廉できるとともに、廃棄時の分別処理の手間をなくすようにしながら、設置安定性
に欠けるものが多い突出部２２を備えた容器２を安定して収容することができる。
　そして、箱状部１０に収容した容器２を取り出す場合には、容器２を開口した側面に向
けて押圧することによって、箱状部１０の内方に向けて挿入した開口した側面の端縁の一
辺から延設したシート状材料１６、１７と共に押し出し、簡単に取り出すことができる。
【００２２】
　以上、本発明の陳列用包装材について、その実施例に基づいて説明したが、本発明は上
記実施例に記載した構成に限定されるものではなく、その趣旨を逸脱しない範囲において
適宜その構成を変更することができるものである。
【産業上の利用可能性】
【００２３】
　本発明の陳列用包装材は、紙製のシート状材料を用いることによって、コストを低廉で
きるとともに、廃棄時の分別処理の手間をなくすようにしながら、設置安定性に欠けるも
のが多い突出部を備えた容器を安定して収容することができることから、洗浄剤、芳香・
消臭剤、殺虫剤等においては、使用済みの本体部を再利用できるように薬剤等を収容した
交換用容器の陳列用包装材の用途に好適に用いることができるほか、その他の突出部を備
えた容器の陳列用包装材の用途にも用いることができる。
【符号の説明】
【００２４】
　１　　陳列用包装材
　１０　箱状部
　１１　吊り下げ部
　１２　天面部
　１３　前面部
　１４　底面部
　１５　背面部
　１６　開口した側面の端縁の一辺から延設したシート状材料
　１６ａ　先端部



(5) JP 5384287 B2 2014.1.8

　１６ｂ　挟持部
　１７　開口した側面の端縁の一辺から延設したシート状材料
　１７ａ　先端部
　１７ｂ　挟持部
　２　　容器
　２１　本体部
　２２　突出部

【図１】 【図２】
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【図３】
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